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『一村一企業ダーチャ運動』事業概要等

《１．ミッションステートメント》
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おらほぅといっしょに、みつけまいか！

南信州と都市の人々が継続的に連携し、相互の強み、価
値を生かし融合する仕組みをつくります。

南信州と都市の人々が融合することで、新しい可能性を
見つけ出し、お互いに発展し、豊かさを生み出します。

南信州ダーチャが「新たな融合」のモデルになります。

ダーチャをきっかけとして、都市の企業と南信州の人々が
持続的な交流を目指します。

南信州全市町村が連携することで、それぞれのエリアが持つ
多様性を生かし企業のニーズに合ったダーチャを提供します。

ダーチャでの活動により都市の企業と南信州相互の課題解決
に貢献します。

ダーチャの活動による効果を科学的に検証し再現性のあるプ
ログラムを追求します。

ダーチャによってお互いの関係を深め、協働によって新たな
価値を見つけ出します。

ダーチャに係る企業同士の交流の場をつくり、ダーチャの輪
を広げます。

《２．事業展開構想図》

始まりは、ダーチャだった…
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そもそも
「ダーチャ」

ロシア・旧ソ連圏の菜園付きセカンドハウスを言い、18世紀

ピョートル大帝時代の発祥と言われます。1960年代に法によっ

て家族単位に与えられ、特に旧ソ連邦時代は自給自足で食料を

得る生命線としても機能したと言われています。

今日では、週末や夏季休暇での利用が多い。
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